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　平成29年11月1日に「外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関す

る法律」が施行され、新たに介護職種が追加されることとなりました。介護職種にお

いては告示にて、技能実習生の入国後講習として日本語科目と技能等の習得等に資す

る知識の科目の受講が求められ、それらの講習は監理団体（企業単独型の場合は申請

者）が実施するものとされています。

　この講習用教材（以下、「教材」という。）は、当会が厚生労働省より受託した平成

29年度社会福祉推進事業の調査研究として、告示で示された技能等の習得等に資する

知識の科目の教育内容を具現化したものです。教育内容に含まれるべき事項は「介護

職種について外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律施行

規則に規定する特定の職種及び作業に特有の事情に鑑みて事業所管大臣が定める基準

等」について（通知）を参考として、技能実習生が介護職として働く前に知っておい

てほしい「介護の仕事」について学習できるよう作成しました。

　内容は技能実習生が理解しやすいよう、「介護の仕事を支える考え方」と「介護の仕

事に必要な知識と技術」の二部構成とし、全体的にイラストを多く用い、平易な日本

語を使用し、漢字にはすべてふりがなを付しています。また、介護の現場でよく使用

する専門用語、体の名称、疾病や症状等については、入職後も困らないようにあえて

漢字表記としています。「介護の仕事に必要な知識と技術」では、介護の根拠や思考過

程を理解してもらうため、まずは生活行為の意義、環境、体や姿勢の名称、必要な物

品等を学習したうえで、介護技術を学べるような構成としています。

　なお、この教材は、告示・通知で示されている内容をもとに、技能実習生にとって

理解しやすい表現になるよう工夫しています。「本書の使い方」に、告示・通知で示さ

れた教育内容と教材の対照表を掲載していますのでご参照ください。今後、監理団体

の皆様が、この教材を入国後講習の教材としてご活用いただくことにより、技能実習

生が介護の仕事の理解を深められるよう、期待しております。

平成30年1月

一般社団法人シルバーサービス振興会 

I

はじめに（監理団体の皆様へ）



１．教材の対象者
　この教材は、監理団体の皆様が介護の技能実習における入国後講習を行う際に、「技能等の習
得等に資する知識の科目」でご活用いただける教材です。これから介護職として働く技能実習
生が使用することを想定して作成しています。

２．教材の目的
　この教材は、告示・通知にて示された教育内容とそれに含まれるべき事項を、調査研究をも
とに検討した標準的な内容の教材になります。技能実習生の前職や知識にあわせて、監理団体
で適宜内容を補う等してご活用いただけます。

３．教材の特徴
　この教材に出てくる言葉は、日本語能力検定N4程度の技能実習生でも理解しやすいよう、で
きるだけ平易な日本語で表現する等の工夫をしています。ただし、介護の現場でよく使用する
専門用語、体の名称、疾病や症状等については、入職後に困らないようあえて漢字表記として
います。
　また、技能実習生に日本の介護のイメージが湧くよう、イラストを多用する工夫をしていま
す。

４．教材の構成
　この教材は二部構成となっており、Part １「介護の仕事を支える考え方」とPart ２「介護
の仕事に必要な知識と技術」に分類しました。まずPart1では、介護職はどのような人たちを
支援するのか、何を大切にしなければいけないのかという、介護を行ううえでの考え方につい
て学習します。Part ２では、告示で示された介護の内容ごとに、介護の仕事に必要な知識と技
術を学習していきます。
　告示・通知で示された教育内容とそれに含まれるべき事項が、この教材においてどの部分に
該当するか対照表を作成しておりますので、ご参照ください。

＜入国後講習「技能等の習得等に資する知識の科目」の教育内容について＞
告示：教育内容 通知：教育内容に含まれるべき事項 時間数

介護の基本Ⅰ 介護職の役割、介護職の職業倫理、介護における安全の確保とリスクマネジメ
ント、介護職の安全、介護過程、介護における尊厳の保持・自立支援

６
介護の基本Ⅱ からだのしくみの理解、介護を必要とする人の理解（老化の理解、認知症の理

解、障害の理解）
コミュニ
ケーション技術

コミュニケーションの意義と目的、コミュニケーションの基本的技法、形態別
コミュニケーション ６

移動の介護 移動の意義と目的、基本的な移動の介護（体位変換、移動（歩行、車いす移動
等））、移動介助の留意点と事故予防 ６

食事の介護 食事の意義と目的、基本的な食事の介護、食事介助の留意点と事故予防 ６

排泄の介護 排泄の意義と目的、基本的な排泄の介護（ポータブルトイレ、便器・尿器、お
むつ等）、排泄介助の留意点と事故予防 ６

衣服の着脱の
介護 身じたくの意義と目的、基本的な着脱の介護、着脱介助の留意点と事故予防 ６

入浴・身体の
清潔の介護

入浴・身体の清潔の意義と目的、基本的な入浴の介護（特殊浴槽、チェアー
浴、一般浴槽等）、入浴以外の身体清潔の方法（足浴・手浴、身体清拭）、褥瘡
の予防、入浴・身体清潔の介助の留意点と事故予防

６

II

教材の使い方（監理団体の皆様へ）



＜告示で示された教育内容と教材の対照表＞

告示：教育内容
教材の目次

通知：教育内容に含まれるべき事項
Part １　介護の仕事を支える考え方

介護の基本Ⅰ Chapter １　介護の基本Ⅰ
　（介護で大切なこと１）

　介護職の役割、介護職の職業倫理、介護過程、
　介護における尊厳の保持・自立支援 　１　介護の考え方

　介護における安全の確保とリスクマネジメント
　介護職の安全

Chapter ２　介護の基本Ⅰ
　（介護で大切なこと２）
　１　介護事故の予防
　２　感染症の予防
　３　健康管理

介護の基本Ⅱ Chapter ３　介護の基本Ⅱ（利用者の理解）

　からだのしくみの理解
　介護を必要とする人の理解
　　（老化の理解、認知症の理解、障害の理解）

　１　人間の体
　２　老化（体の変化）
　３　老化（病気と症状）
　４　障害
　５　認知症

コミュニケーション技術 Chapter ４　コミュニケーション技術
　コミュニケーションの意義と目的
　コミュニケーションの基本的技法
　形態別コミュニケーション

　１　コミュニケーションの基本
　２　利用者とのコミュニケーション
　３　職員とのコミュニケーション

Part ２　介護の仕事に必要な知識と技術
移動の介護 Chapter １　移動の介護
　移動の意義と目的
　基本的な移動の介護
　　（体位変換、移動（歩行、車いす移動等））
　移動介助の留意点と事故予防

　＜移動の意義＞
　１　移動の介護で必要な知識
　２　移動の介護の流れ

食事の介護 Chapter ２　食事の介護
　食事の意義と目的
　基本的な食事の介護
　食事介助の留意点と事故予防

　＜食事の意義＞
　１　食事の介護で必要な知識
　２　食事の介護の流れ

排泄の介護 Chapter ３　排泄の介護
　排泄の意義と目的
　基本的な排泄の介護
　　（ポータブルトイレ、便器・尿器、おむつ等）
　排泄介助の留意点と事故予防

　＜排泄の意義＞
　１　排泄の介護で必要な知識
　２　排泄の介護の流れ

衣服の着脱の介護 Chapter ４　衣服の着脱（身じたく）の介護
　身じたくの意義と目的
　基本的な着脱の介護
　着脱介助の留意点と事故予防

　＜身じたくの意義＞
　１　身じたくの介護で必要な知識
　２　衣服の着脱の流れ

入浴・身体の清潔の介護 Chapter ５　入浴・身体の清潔の介護
　入浴・身体の清潔の意義と目的
　基本的な入浴の介護
　　（特殊浴槽、チェアー浴、一般浴槽等）
　入浴・身体清潔の介助の留意点と事故予防
　入浴以外の身体清潔の方法
　　（足浴・手浴、身体清拭）
　褥瘡の予防

　＜入浴の意義＞
　１　入浴の介護で知っておく知識
　２　入浴の介護の流れ
　３　入浴以外の体を清潔にする方法
　４　褥瘡の予防

III
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の仕
し
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を
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2

【活
い

かす】……じょうずに使
つか

うこと

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

●介
かい

護
ご

職
しょく

は、利
り

用
よう

者
しゃ

が持
も

っている力
ちから

を

活
い

かします。

箸
はし
を使

つか
って

食
た
べたい

●介
かい

護
ご

職
しょく

は、利
り

用
よう

者
しゃ

とかかわるとき、「人
にん

間
げん

の尊
そん

厳
げん

」と「自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

」を大
たい

切
せつ

にします。

●利
り

用
よう

者
しゃ

は、介
かい

護
ご

職
しょく

が働
はたら

く施
し

設
せつ

などで、介
かい

護
ご

を受
う

ける人
ひと

たちです。

●介
かい

護
ご

で大
たい

切
せつ

なことは、「利
り

用
よう

者
しゃ

主
しゅ

体
たい

」という考
かんが

え方
かた

です。

●介
かい

護
ご

職
しょく

は、利
り

用
よう

者
しゃ

の状
じょう

態
たい

を見
み

て、利
り

用
よう

者
しゃ

が希
き

望
ぼう

する生
せい

活
かつ

を支
し

援
えん

します。

1  介
かい

護
ご

の考
かんが

え方
かた

Chapter

1

に ん げ ん そ ん げ ん じ  り つ し  え ん

介
かい
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ご

の基
き

本
ほん

Ⅰ
（介
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で大
たい

切
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なこと１）



3 Chapter 1　介
かい

護
ご

の基
き

本
ほん

Ⅰ（介
かい

護
ご

で大
たい

切
せつ

なこと１）

【プライバシー】……他
ほか

の人
ひと

に知
し

られたくないこと

【行
こう

動
どう

】……すること
【押

お

しつける】……相
あい

手
て

の意
い

思
し

を考
かんが

えないで、させること

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

●介
かい

護
ご

職
しょく

は、利
り

用
よう

者
しゃ

の尊
そん

厳
げん

やプライバシーを大
たい

切
せつ

にします。

●介
かい

護
ご

職
しょく

は、「専
せん

門
もん

職
しょく

がしなければならないこと」「利
り

用
よう

者
しゃ

にとって何
なに

が一
いち

番
ばん

よいか」

を考
かんが

えて行
こう

動
どう

します。

介
かい
護
ご
職
しょく
に求
もと
められる行

こう
動
どう

●介
かい

護
ご

職
しょく

の考
かんが

えを押
お

しつけないで、利
り

用
よう

者
しゃ

に選
えら

んでもらう。

●プライバシーを守
まも

る。

●利
り

用
よう

者
しゃ

の情
じょう

報
ほう

を守
まも

る。

今
き ょ う
日はどの服

ふく
に

しますか？

白
しろ
いシャツに

しようかしら

終
お
わったら声

こえ
を

かけてください



4

●介
かい

護
ご

職
しょく

は利
り

用
よう

者
しゃ

のできる力
ちから

を使
つか

って、利
り

用
よう

者
しゃ

に合
あ

った生
せい

活
かつ

ができるように、次
つぎ

のよ

うな流
なが

れで介
かい

護
ご

をします。

食
しょく
欲
よく
がない?味

あじ
つけが濃

こ
い?

箸
はし
が

使
つか
いにくい?料

りょう
理
り
が固

かた
い?

佐
さ
藤
とう
さんは手

て
の力

ちから
が弱

よわ
く

なった。使
つか
いやすい箸

はし
を

考
かんが
えてみよう

レクリエーションで
佐
さ
藤
とう
さんに指

ゆび
の体

たい
操
そう

をしてもらおう

介
かい
護
ご
の過

か
程
てい

●利
り

用
よう

者
しゃ

の佐
さ

藤
とう

さんは、食
しょく

事
じ

が食
た

べられなくなっています。

●介
かい

護
ご

職
しょく

は、佐
さ

藤
とう

さんが食
た

べられない理
り

由
ゆう

を考
かんが

えます。

●介
かい

護
ご

職
しょく

は、佐
さ

藤
とう

さんに食
た

べてもらうための介
かい

護
ご

の方
ほう

法
ほう

を考
かんが

えます。
●介

かい

護
ご

の方
ほう

法
ほう

を考
かんが

えるときは、佐
さ

藤
とう

さんを支
し

援
えん

する他
ほか

の職
しょく

種
しゅ

の人
ひと

たちにも相
そう

談
だん

します。

●介
かい

護
ご

職
しょく

は、佐
さ

藤
とう

さんに食
た

べてもらえるように、食
しょく

事
じ

の介
かい

護
ご

をします。
●介

かい

護
ご

職
しょく

は、食
しょく

堂
どう

の環
かん

境
きょう

や佐
さ

藤
とう

さんが食
た

べるときの姿
し

勢
せい

を整
ととの

えます。

●介
かい

護
ご

職
しょく

は、食
しょく

事
じ

の介
かい

護
ご

をしたことで、佐
さ

藤
とう

さんが食
た

べられるようになったかを確
たし

かめます。

【過
か

程
てい

】……結
けっ

果
か

までの順
じゅん

序
じょ

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み



5 Chapter 1　介
かい

護
ご

の基
き

本
ほん

Ⅰ（介
かい

護
ご

で大
たい

切
せつ

なこと１）

利
り
用
よう
者
しゃ
を支

し
援
えん
する人

ひと
たち

医
い

療
りょう

を支
さ
さ

え

る
人 ひ と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

支
さ
さえる人

ひと

食
しょく

事
じ

を支
ささ

える人
ひと

ケアマネジャー
（介

かい
護
ご
支
し
援
えん
専
せん
門
もん
員
いん
）

介か
い

護ご

職し
ょ
く

管か
ん

理り

栄え
い

養よ
う

士し

調ち
ょ
う

理り

師し

介か
い

護ご

福ふ
く

祉し

士し

看
かん
護
ご
師
し

相
そう
談
だん
員
いん

医
い
師
し

理
り
学
がく
療
りょう
法
ほう
士
し

（PT）

作
さ
業
ぎょう
療
りょう
法
ほう
士
し

（OT）

言
げん
語
ご
聴
ちょう
覚
かく
士
し

（ST）

生せ
い

活か
つ

・
介か

い 護
ご

を
支さ

さ え

る
人

ひ
と

利
り

　用
よう

　者
しゃ
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Chapter

2

●利
り

用
よう

者
しゃ

は体
からだ

のいろいろなところが変
へん

化
か

しているので、事
じ

故
こ

が起
お

きやすいです。

●事
じ

故
こ

が起
お

きたときは、職
しょく

員
いん

に報
ほう

告
こく

します。

●報
ほう

告
こく

は、事
じ

故
こ

の予
よ

防
ぼう

になります。

1  介
かい

護
ご

事
じ

故
こ

の予
よ

防
ぼう

利
り
用
よう
者
しゃ
の事

じ
故
こ
の例
れい

転
てん

倒
とう

やけど 誤
ご

嚥
えん

転
てん

落
らく

【誤
ご

嚥
えん

】……食
た

べ物
もの

や飲
の

み物
もの

が、気
き

管
かん

に入
はい

ること

【職
しょく

員
いん

】……いっしょにはたらく人
ひと

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

介
かい

護
ご

の基
き

本
ほん

Ⅰ
（介

かい

護
ご

で大
たい

切
せつ

なこと２）



7 Chapter 2　介
かい

護
ご

の基
き

本
ほん

Ⅰ（介
かい

護
ご

で大
たい

切
せつ

なこと２）

●感
かん

染
せん

症
しょう

は、病
びょう

原
げん

体
たい

が体
からだ

の中
なか

に入
はい

り、いろいろな症
しょう

状
じょう

を起
お

こす病
びょう

気
き

です。

●感
かん

染
せん

症
しょう

になると、発
はつ

熱
ねつ

や下
げ

痢
り

、咳
せき

などの症
しょう

状
じょう

が出
で

たり、重
おも

い病
びょう

気
き

になったりします。

●感
かん

染
せん

症
しょう

になると人
ひと

にうつし、病
びょう

原
げん

を広
ひろ

げてしまいます。

●介
かい

護
ご

職
しょく

は、感
かん

染
せん

症
しょう

にならないように注
ちゅう

意
い

します。

2  感
かん

染
せん

症
しょう

の予
よ

防
ぼう

感
かん
染
せん
源
げん
の種
しゅ
類
るい

感
かん
染
せん
症
しょう
を予

よ
防
ぼう
する方

ほう
法
ほう

体
たい

液
えき

手
て

を洗
あら

う

うがいをする

血
けつ

液
えき

使
つか

い捨
す

て手
て

袋
ぶくろ

を使
つか

う

マスクを使
つか

う エプロンを使
つか

う

排
はい

泄
せつ

物
ぶつ

（おう吐
と

物
ぶつ

、尿
にょう

、便
べん

）

【感
かん

染
せん

症
しょう

】……感
かん

染
せん

で起
お

こる病
びょう

気
き

	 【感
かん

染
せん

】……病
びょう

原
げん

体
たい

が体
からだ

の中
なか

に入
はい

ること

【病
びょう

原
げん

体
たい

】……病
びょう

気
き

の原
げん

因
いん

になるもの	 【予
よ

防
ぼう

】……ならないようにすること
【症

しょう

状
じょう

】……病
びょう

気
き

やけがの状
じょう

態
たい

	 【感
かん

染
せん

源
げん

】……感
かん

染
せん

の原
げん

因
いん

になるもの

【使
つか

い捨
す

て】……一
いっ

回
かい

使
つか

ったら捨
す

てること

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み
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手
て
の洗
あら
い方
かた

①指
ゆび

輪
わ

、時
と

計
けい

をはずす

④手
て

のひらを合
あ

わせてこする

⑦指
ゆび

の間
あいだ

を洗
あら

う

⑩水
みず

で流
なが

し、ペーパータオル
などでふく

②手
て

をぬらす。流
りゅう

水
すい

で洗
あら

う ためた水
みず

で洗
あら

わない

⑤手
て

の甲
こう

を洗
あら

う

⑧ねじり洗
あら

いをする

③石
せっ

けんを手
て

にとる

⑥指
ゆび

の先
さき

、爪
つめ

の間
あいだ

を洗
あら

う

⑨手
て

首
くび

を洗
あら

う

手
て

のひら 手
て

の甲
こう

指
ゆび

の先
さき

流
りゅう

水
すい



9 Chapter 2　介
かい

護
ご

の基
き

本
ほん

Ⅰ（介
かい

護
ご

で大
たい

切
せつ

なこと２）

●利
り

用
よう

者
しゃ

によい介
かい

護
ご

をするには、介
かい

護
ご

職
しょく

は健
けん

康
こう

でなければなりません。

●健
けん

康
こう

には、心
こころ

の健
けん

康
こう

と体
からだ

の健
けん

康
こう

があります。

●
介
かい

護
ご

職
しょく

は腰
よう

痛
つう

になりやすいので、気
き

をつけます。
●

腰
よう

痛
つう

にならないように、ボディメカニクスや福
ふく

祉
し

用
よう

具
ぐ

を使
つか

います。

3  健
けん

康
こう

管
かん

理
り

【健
けん

康
こう

管
かん

理
り

】……健
けん

康
こう

な状
じょう

態
たい

でいられるようにすること

【ボディメカニクス】……人
にん

間
げん

の体
からだ

の使
つか

い方
かた

や動
うご

かし方
かた

のこと

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

× ×
●

心
こころ

の健
けん

康
こう

のために、ストレスを感
かん

じたときは、他
ほか

の人
ひと

に相
そう

談
だん

します。

●

体
からだ

の健
けん

康
こう

のために、食
しょく

事
じ

と睡
すい

眠
みん

と休
きゅう

養
よう

が大
たい

切
せつ

です。

健
けん
康
こう
のための行

こう
動
どう
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●介
かい

護
ご

をするためには、人
にん

間
げん

の体
からだ

のつくりを知
し

ることが大
たい

切
せつ

です。

1  人
にん

間
げん

の体
からだ

Chapter

3

首
くび

（頸
けい

部
ぶ

）

尻
しり

（臀
でん

部
ぶ

）

髪
かみ

の毛
け

（頭
とう

髪
はつ

）

胸
むね

（胸
きょう

部
ぶ

）

腹
はら

（腹
ふく

部
ぶ

）

わきの下
した

（腋
えき

窩
か

部
ぶ

）

頭
あたま

（頭
とう

部
ぶ

）

背
せ

中
なか

（背
はい

部
ぶ

）

腕
うで

（上
じょう

肢
し

）
へそ
（臍

さい

部
ぶ

）腰
こし

（腰
よう

部
ぶ

）

肘
ひじ

（肘
ちゅう

関
かん

節
せつ

部
ぶ

）

肩
かた

（肩
けん

部
ぶ

）

後
うしろ

前
まえ

上
じょう
半
はん
身
しん

下
か
半
はん
身
しん

介
かい

護
ご

の基
き

本
ほん

Ⅱ
（利

り

用
よう

者
しゃ

の理
り

解
かい

）



11 Chapter 3　介
かい

護
ご

の基
き

本
ほん

Ⅱ（利
り

用
よう

者
しゃ

の理
り

解
かい

）

●人
にん

間
げん

の体
からだ

には、動
うご

くところと、動
うご

かないところがあります。

●関
かん

節
せつ

、首
くび

、腰
こし

は動
うご

きます。

●関
かん

節
せつ

は、肩
かた

、肘
ひじ

、手
て

首
くび

、手
て

の指
ゆび

、膝
ひざ

、足
あし

首
くび

、足
あし

の指
ゆび

にあります。

●関
かん

節
せつ

は、一
ひと

つひとつ動
うご

く範
はん

囲
い

や動
うご

き方
かた

が違
ちが

います。

【範
はん

囲
い

】……どこからどこまでと、決
き

められた広
ひろ

さ

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

指
ゆび

（手
しゅ

指
し

）

手
て

首
くび

ふともも（大
だい

腿
たい

部
ぶ

）

膝
ひざ

（膝
しつ

関
かん

節
せつ

部
ぶ

）

ふくらはぎ

足
あし

の裏
うら

（足
そく

底
てい

）

足
あし

の指
ゆび

（足
そく

指
し

）

足
あし

首
くび

手
て

足
あし
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【測
そく

定
てい

値
ち

】……測
はか

ってわかる量
りょう

や大
おお

きさ

【状
じょう

況
きょう

】……時
じ

間
かん

といっしょに、変
か

わる様
よう

子
す

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

●体
たい

温
おん

、血
けつ

圧
あつ

、脈
みゃく

拍
はく

、呼
こ

吸
きゅう

、意
い

識
しき

など、人
にん

間
げん

が生
い

きていることがわかるサインを、

バイタルサインと言
い

います。

●バイタルサインで利
り

用
よう

者
しゃ

の体
たい

調
ちょう

を確
かく

認
にん

します。

●バイタルサインの測
そく

定
てい

値
ち

は、利
り

用
よう

者
しゃ

の年
ねん

齢
れい

や状
じょう

態
たい

によって違
ちが

います。

体
たい
温
おん

意
い
識
しき

血
けつ
圧
あつ

呼
こ
吸
きゅう

脈
みゃく
拍
はく

・目
め

が覚
さ

めている状
じょう

態
たい

・自
じ

分
ぶん

の今
いま

の状
じょう

態
たい

や、周
まわ

りの状
じょう

況
きょう

が正
ただ

し
くわかっている状

じょう

態
たい

バイタルサイン

体
たい

温
おん

計
けい

血
けつ

圧
あつ

計
けい



13 Chapter 3　介
かい

護
ご

の基
き

本
ほん

Ⅱ（利
り

用
よう

者
しゃ

の理
り

解
かい

）

2  老
ろう

化
か

（体
からだ

の変
へん

化
か

）
●年

とし

をとると、体
からだ

のいろいろなところに変
へん

化
か

が起
お

きます。

●体
からだ

の変
へん

化
か

は、人
ひと

によって違
ちが

います。

【変
へん

化
か

】……変
か

わること

【視
し

力
りょく

】……物
もの

を見
み

る目
め

の力
ちから

【視
し

野
や

】……見
み

える範
はん

囲
い

【低
てい

下
か

】……弱
よわ

くなること

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

においを感
かん
じる力

ちから
が

弱
よわ
くなる

視
し
力
りょく
が低

てい
下
か
する

視
し
野
や
が狭

せま
くなる

高
たか
い音

おと
が聞

き
こえ

にくい

物
もの
を飲

の
み込

こ
む

力
ちから
が弱

よわ
くなる

関
かん
節
せつ
が痛

いた
む

関
かん
節
せつ
の動

うご
きが

小
ちい
さくなる

骨
ほね
が弱

よわ
くなる

筋
きん
力
りょく
が低

てい
下
か
する

味
あじ
を感

かん
じる力

ちから
が

弱
よわ
くなる
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【特
とく

徴
ちょう

】……他
ほか

と比
くら

べて、よくわかること

【慢
まん

性
せい

化
か

】……あまりひどくはないが、治
なお

りにくく、長
なが

く続
つづ

くこと

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

3  老
ろう

化
か

（病
びょう

気
き

と症
しょう

状
じょう

）
●年

とし

をとると、病
びょう

気
き

になることが多
おお

くなります。介
かい

護
ご

職
しょく

は、病
びょう

気
き

と症
しょう

状
じょう

の特
とく

徴
ちょう

を理
り

解
かい

します。

脳
のう
血
けっ
管
かん
疾
しっ
患
かん

高
こう
齢
れい
者
しゃ
の病

びょう
気
き
と症

しょう
状
じょう
の特
とく
徴
ちょう

肺
はい
炎
えん

心
しん
疾
しっ
患
かん

脳
のう

の血
けっ

管
かん

の病
びょう

気
き

。脳
のう

梗
こう

塞
そく

、脳
のう

出
しゅっ

血
けつ

、くも膜
まく

下
か

出
しゅっ

血
けつ

など

病
びょう

原
げん

体
たい

が肺
はい

の中
なか

に入
はい

って起
お

こる病
びょう

気
き

心
しん

臓
ぞう

の病
びょう

気
き

。狭
きょう

心
しん

症
しょう

、心
しん

筋
きん

梗
こう

塞
そく

など

高
こう

齢
れい

者
しゃ

に多
おお

い病
びょう

気
き

脳
のう
の病

びょう
気
き
になると、

片
かた
麻
ま
痺
ひ
になることが

あります。

●

病
びょう

気
き

の症
しょう

状
じょう

が人
ひと

によって違
ちが

います。

●

病
びょう

気
き

になったことがわかりにくいです。

●

病
びょう

気
き

が慢
まん

性
せい

化
か

することが多
おお

いです。



15 Chapter 3　介
かい

護
ご

の基
き

本
ほん

Ⅱ（利
り

用
よう

者
しゃ

の理
り

解
かい

）

【量
りょう

】……どのくらい
【減

へ

る】……少
すく

なくなること

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

便
べん
秘
ぴ

貧
ひん
血
けつ
症
しょう
状
じょう

便
べん

の出
で

る回
かい

数
すう

や量
りょう

が減
へ

って、腸
ちょう

に便
べん

がたま
ること

血
けつ

液
えき

状
じょう

態
たい

が悪
わる

くなるため、疲
つか

れたり、めま
いがしたりする状

じょう

態
たい

高
こう

齢
れい

者
しゃ

に多
おお

い症
しょう

状
じょう

脱
だっ
水
すい
症
しょう
状
じょう

体
からだ

の中
なか

の水
すい

分
ぶん

が足
た

りない状
じょう

態
たい

頻
ひん
尿
にょう

尿
にょう

の出
で

る回
かい

数
すう

が増
ふ

えること
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4  障
しょう

害
がい

●介
かい

護
ご

職
しょく

は、利
り

用
よう

者
しゃ

の気
き

持
も

ちを理
り

解
かい

して、利
り

用
よう

者
しゃ

が自
じ

立
りつ

して生
せい

活
かつ

ができるように支
し

援
えん

します。

●介
かい

護
ご

職
しょく

は、障
しょう

害
がい

の特
とく

徴
ちょう

に合
あ

わせて介
かい

護
ご

します。

障
しょう

害
がい

の種
しゅ

類
るい

の例
れい

視
し
覚
かく
障
しょう
害
がい

肢
し
体
たい
不
ふ
自
じ
由
ゆう

目
め

が見
み

えない（見
み

えにくい） 病
びょう

気
き

・けがで、手
て

や足
あし

などに障
しょう

害
がい

がある



17 Chapter 3　介
かい

護
ご

の基
き

本
ほん

Ⅱ（利
り

用
よう

者
しゃ

の理
り

解
かい

）

内
ない
部
ぶ
障
しょう
害
がい

精
せい
神
しん
障
しょう
害
がい

知
ち
的
てき
障
しょう
害
がい

体
からだ

の中
なか

の臓
ぞう

器
き

に障
しょう

害
がい

がある

気
き

持
も

ちが暗
くら

くなって、何
なに

もできなくなる。
自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えや気
き

持
も

ちをじょうずに表
あらわ

せない
など

知
ち

能
のう

の発
はっ

達
たつ

に遅
おく

れがあり、生
せい

活
かつ

をするのに
不
ふ

自
じ

由
ゆう

がある

聴
ちょう
覚
かく
・言
げん
語
ご
障
しょう
害
がい

聞
き

く、話
はな

す、読
よ

む、書
か

くなどで困
こま

ることが
多
おお

い
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5  認
にん

知
ち

症
しょう

●認
にん

知
ち

症
しょう

は、脳
のう

の機
き

能
のう

が障
しょう

害
がい

され、認
にん

知
ち

機
き

能
のう

が低
てい

下
か

する病
びょう

気
き

です。

●認
にん

知
ち

機
き

能
のう

は、記
き

憶
おく

する、考
かんが

える、判
はん

断
だん

するなどの脳
のう

のはたらきのことです。

●認
にん

知
ち

症
しょう

の症
しょう

状
じょう

には、中
ちゅう

核
かく

症
しょう

状
じょう

と周
しゅう

辺
へん

症
しょう

状
じょう

があります。

脳
のう
の障

しょう
害
がい
で起

お
こる症

しょう
状
じょう
（中

ちゅう
核
かく
症
しょう
状
じょう
）の例

れい

聞
き

いたことをすぐ忘
わす

れてしまう

場
ば

所
しょ

がわからない

時
じ

間
かん

がわからない

人
ひと

がわからない

【認
にん

知
ち

】……わかること
【機

き

能
のう

】……できること
【記

き

憶
おく

する】……覚
おぼ

えること

【判
はん

断
だん

する】……よいかどうか決
き

めること

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み



19 Chapter 3　介
かい

護
ご

の基
き

本
ほん

Ⅱ（利
り

用
よう

者
しゃ

の理
り

解
かい

）

環
かん
境
きょう
などで起

お
こる症

しょう
状
じょう
（周

しゅう
辺
へん
症
しょう
状
じょう
）の例

れい

かかわるときに注
ちゅう
意
い
すること

●（自
じ

分
ぶん

がいる場
ば

所
しょ

がわからなくて）歩
ある

き回
まわ

る
●いない人

ひと

が見
み

える
●気

き

持
も

ちが暗
くら

くなって、何
なに

もできなくなる
●食

た

べ物
もの

ではないものを食
た

べる

●介
かい

護
ご

職
しょく

は、利
り

用
よう

者
しゃ

の表
ひょう

情
じょう

や行
こう

動
どう

を見
み

て、言
こと

葉
ば

を聞
き

いて、利
り

用
よう

者
しゃ

の気
き

持
も

ちを考
かんが

えます。
●利

り

用
よう

者
しゃ

ができないときや、失
しっ

敗
ぱい

したときに怒
おこ

ると、認
にん

知
ち

症
しょう

の症
しょう

状
じょう

はもっと悪
わる

くなります。
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Chapter

4
1  コミュニケーションの基

き

本
ほん

●利
り

用
よう

者
しゃ

のことを知
し

るために、コミュニケーションは大
たい

切
せつ

です。

●介
かい

護
ご

職
しょく

はコミュニケーションで、利
り

用
よう

者
しゃ

の希
き

望
ぼう

やできることを理
り

解
かい

します。

●介
かい

護
ご

職
しょく

は、利
り

用
よう

者
しゃ

の話
はなし

をよく聞
き

いて、受
う

け止
と

めます。

そうだな……

田
た
中
なか
さん、トイレに

行
い
きませんか?

コミュニケーション
技
ぎ

術
じゅつ

コミュニケ―ションで気
き
をつけること

●利
り

用
よう

者
しゃ

の名
な

前
まえ

を呼
よ

びます。



21 Chapter 4　コミュニケーション技
ぎ

術
じゅつ

●介
かい

護
ご

職
しょく

の目
め

と利
り

用
よう

者
しゃ

の目
め

を、同
おな

じ高
たか

さにして話
はな

します。

確
かく
認
にん
するときに気

き
をつけること

●介
かい

護
ご

の現
げん

場
ば

では「確
かく

認
にん

する」をよく使
つか

います。
●介

かい

護
ご

の現
げん

場
ば

で使
つか

う「確
かく

認
にん

する」にはいろいろな意
い

味
み

があります。

●確
かく

認
にん

することは、利
り

用
よう

者
しゃ

の安
あん

全
ぜん

のために大
たい

切
せつ

なことです。
●確

かく

認
にん

する内
ない

容
よう

がわからないときは、職
しょく

員
いん

に聞
き

きましょう。

・確
たし

かめる

・利
り

用
よう

者
しゃ

の同
どう

意
い

をもらう

・消
しょう

灯
とう

時
じ

間
かん

やお風
ふ

呂
ろ

の温
おん

度
ど

など、決
き

められていることを調
しら

べる

・介
かい

護
ご

を行
おこな

う前
まえ

に、利
り

用
よう

者
しゃ

の状
じょう

態
たい

を見
み

たり、聞
き

いたり、触
さわ

ったりして調
しら

べる

確
かく
認
にん
の意

い
味
み

●利
り

用
よう

者
しゃ

の正
しょう

面
めん

から話
はな

します。
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2  利
り

用
よう

者
しゃ

とのコミュニケーション

【同
どう

意
い

】……相
あい

手
て

の考
かんが

えに同
おな

じ意
い

見
けん

だと言
い

うこと

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

今
きょ
日
う
は天

てん
気
き
がいい

ですから、出
で
かけ

ましょうか

はい

●介
かい

護
ご

をする前
まえ

に、これからどんな介
かい

護
ご

をするか利
り

用
よう

者
しゃ

に説
せつ

明
めい

して、介
かい

護
ご

を始
はじ

める

ことに同
どう

意
い

してもらいます。

池
いけ
田
だ
さん、体

たい
調
ちょう
は

いかがですか

●介
かい

護
ご

職
しょく

から声
こえ

をかけて、利
り

用
よう

者
しゃ

の状
じょう

態
たい

を確
かく

認
にん

します。



23 Chapter 4　コミュニケーション技
ぎ

術
じゅつ

【手
しゅ

話
わ

】……手
て

を使
つか

ってする会
かい

話
わ

【筆
ひつ

談
だん

】……字
じ

を書
か

いてする会
かい

話
わ

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

●介
かい

護
ご

職
しょく

は、利
り

用
よう

者
しゃ

の状
じょう

態
たい

に合
あ

ったコミュニケーションをします。

視
し
覚
かく
障
しょう
害
がい
のある利

り
用
よう
者
しゃ

聴
ちょう
覚
かく
障
しょう
害
がい
のある利

り
用
よう
者
しゃ

言
こと

葉
ば

で説
せつ

明
めい

したり、さわってもらったりして、
コミュニケーションをする

手
しゅ

話
わ

、筆
ひつ

談
だん

、ジェスチャーなどで
コミュニケーションをする

右
みぎ
側
がわ
に壁

かべ
が

あります
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指
し
示
じ
された仕

し
事
ごと
が終

お
わったとき

事
じ
故
こ
が起

お
きたとき

3  職
しょく

員
いん

とのコミュニケーション

●報
ほう

告
こく

は、自
じ

分
ぶん

がした仕
し

事
ごと

を、指
し

示
じ

した人
ひと

に伝
つた

えることです。

●事
じ

故
こ

が起
お

きたときや、事
じ

故
こ

を見
み

つけたときは、職
しょく

員
いん

にすぐ報
ほう

告
こく

します。

報
ほう

告
こく

•いつ

•どこで

•だれが

•何
なに

をした

•なぜ

•どのように

報
ほう
告
こく
の内
ない
容
よう

鈴
すず
木
き
さんの着

き
替
が
えの介

かい
護
ご

が終
お
わりました。今

き ょ う
日は

寒
さむ
いので、セーターを着

き

ていただきました

【指
し

示
じ

する】……「〜しなさい」と命
めい

令
れい

すること

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み



25 Chapter 4　コミュニケーション技
ぎ

術
じゅつ

●連
れん

絡
らく

は、必
ひつ

要
よう

な人
ひと

に、必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を知
し

らせることです。

山
やま

口
ぐち

さんのご家
か
族
ぞく

が
明
あ し た
日の10時

じ
にいらっ

しゃいます

連
れん

絡
らく

情
じょう
報
ほう
を知

し
らせる

自
じ
分
ぶん
から相

そう
談
だん
する

●わからないことや困
こま

ったことがあるときは、一
ひと

人
り

で悩
なや

まないで職
しょく

員
いん

に相
そう

談
だん

します。

田
た
中
なか
さんは、いつもより

歩
ある
きにくそうでした。ど

うすればよいでしょうか

相
そう

談
だん





Part

2

介
か い

護
ご

の仕
し

事
ご と

に必
ひ つ

要
よ う

な

知
ち

識
し き

と技
ぎ

術
じゅつ
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移
い

動
どう

の介
かい

護
ご

【意
い

義
ぎ

】……言
こと

葉
ば

が表
あらわ

す意
い

味
み

、価
か

値
ち

【価
か

値
ち

】……どのくらい大
たい

切
せつ

か、どのくらい役
やく

に立
た

つか

【筋
きん

力
りょく

】……筋
きん

肉
にく

の力
ちから

【姿
し

勢
せい

】……体
からだ

の形
かたち

【低
てい

下
か

】……弱
よわ

くなること

【防
ふせ

ぐ】……ならないようにすること

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

Chapter

1

　食
しょく

事
じ

、入
にゅう

浴
よく

、掃
そう

除
じ

、洗
せん

濯
たく

などの日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

、仕
し

事
ごと

をする、友
とも

達
だち

と会
あ

うなど、私
わたし

たちは自
じ

分
ぶん

の体
からだ

を移
い

動
どう

させて、生
せい

活
かつ

しています。社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

に、移
い

動
どう

は必
ひつ

要
よう

です。

　人
ひと

は動
うご

かないでいると、筋
きん

力
りょく

が弱
よわ

くなって、立
た

つことが難
むずか

しくなります。ベ

ッドで寝
ね

ている生
せい

活
かつ

が続
つづ

くときにも、姿
し

勢
せい

を変
か

えて体
からだ

を移
い

動
どう

させると、体
たい

力
りょく

の

低
てい

下
か

を防
ふせ

ぐことができます。

移
い

動
どう

の意
い

義
ぎ



Chapter 1　移
い

動
どう

の介
かい

護
ご
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1  移
い

動
どう

の介
かい

護
ご

で必
ひつ

要
よう

な知
ち

識
しき

トイレ手
て

すり

浴
よく

室
しつ

階
かい

段
だん

食
しょく

堂
どう

居
きょ

室
しつ

引
ひ

き戸
ど

エレベーター

車
くるま

いすが壁
かべ

にぶつか
らないように注

ちゅう

意
い

し
ます

転
てん

倒
とう

しないよう
に入

いり

口
ぐち

の段
だん

差
さ

に
注
ちゅう

意
い

します

いすやテーブルに
ぶつからないよう
に注

ちゅう

意
い

します

移
い

動
どう

をする環
かん

境
きょう

【転
てん

倒
とう

】……転
ころ

んで、体
からだ

の一
いち

部
ぶ

が床
ゆか

につくこと

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み
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ベッド

キャスタ（ブレーキ）

マットレス

サイドレール

リモコン

介
かい

助
じょ

バー

オーバーベッドテーブル

歩
ほ
行
こう
支
し
援
えん
器
き
具
ぐ

歩
ほ

行
こう

器
き

短
たん

下
か

肢
し

装
そう

具
ぐ

車
くるま
いす

介
かい

助
じょ

ブレーキ

タイヤ（駆
く

動
どう

輪
りん

）

グリップ バックサポート
（背

せ

もたれ）

アームサポート

シート

フットサポート

レッグ
サポート

駐
ちゅう

車
しゃ

ブレーキ

ハンドリム

ティッピングバー

キャスタ

移
い

動
どう

で使
つか

う道
どう

具
ぐ

T字
じ

杖
つえ

多
た

点
てん

杖
つえ

ロフストランド杖
つえ

プラットホーム杖
つえ

ブレーキ
のききを
確
かく

認
にん

する

タイヤの
空
くう

気
き

圧
あつ

を
確
かく

認
にん

する

ブレーキ
のききを
確
かく

認
にん

する

ゆるんで
いないか
確
かく

認
にん

する



Chapter 1　移
い

動
どう

の介
かい

護
ご
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仰
ぎょう

臥
が

位
い

からの立
た

ち上
あ

がり

2  移
い

動
どう

の介
かい

護
ご

の流
なが

れ

側
そく
臥
が
位
い

側
そく
臥
が
位
い
→端

たん
座
ざ
位
い

・利
り
用
よう
者
しゃ
にサイドレールを

つかんでもらいます。
・利

り
用
よう
者
しゃ
を支

ささ
え、起

お
き上

あ
が

りを介
かい
護
ご
します。

仰
ぎょう
臥
が
位
い

仰
ぎょう
臥
が
位
い
→側

そく
臥
が
位
い

・利
り
用
よう
者
しゃ
の肩

かた
と腰

こし
を支

ささ
え、

体
からだ
の向

む
きを変

か
えます。

患
かん

側
そく

（麻
ま

痺
ひ

や痛
いた

みがある部
ぶ

分
ぶん

）

つかむ

体
からだ

が安
あん

定
てい

する形
かたち

ベッドに寝
ね
て、あおむけの

姿
し
勢
せい

ベッドに寝
ね
て、横

よこ
を向

む
いた

姿
し
勢
せい

クッションやタオルを使
し
用
よう

すると、側
そく
臥
が
位
い
が安

あん
定
てい
しま

す。
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自
じ

分
ぶん

で歩
ある

くとき

立
りつ
位
い

立
りつ
位
い
は不

ふ
安
あん
定
てい
なの

で、利
り
用
よう
者
しゃ
の姿

し
勢
せい

を安
あん
定
てい
させます。

転
てん
倒
とう
しないように

患
かん
側
そく
から利

り
用
よう
者
しゃ
を

見
み
守
ま
ります。

杖
つえ
歩
ほ
行
こう

端
たん
座
ざ
位
い

サイドレールやベッドに手
て

を置
お
いてもらうと端

たん
座
ざ
位
い
が

安
あん
定
てい
します。

立
た
ち上

あ
がり

端
たん
座
ざ
位
い
→立

た
ち上

あ
がり

利
り
用
よう
者
しゃ
に介

かい
助
じょ
バーをつかんで

もらいます。

【見
み

守
まも

る】……危
あぶ

なくないように気
き

をつけること

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

ベッドの端
はし
に

座
すわ
る姿

し
勢
せい

足
あし
の裏

うら
を床

ゆか
に

つけます。

手
て
すりを使

つか
った歩

ほ
行
こう



Chapter 1　移
い

動
どう

の介
かい

護
ご
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車
くるま

いすを使
つか

うとき

車
くるま
いすへの移

い
乗
じょう

車
くるま
いすの走

そう
行
こう

利
り
用
よう
者
しゃ
の足

あし
を

フットサポー
トの上

うえ
に乗

の
せ

ます。

利
り
用
よう
者
しゃ
の手

て
を

アームサポー
トの上

うえ
に乗

の
せ

ます。

壁
かべ
にぶつから

ないように移
い

動
どう
します。

止
と
まっている

ときは、車
くるま
い

すのブレーキ
をかけます。

【流
なが

れ】……順
じゅん

序
じょ

のこと

【整
ととの

える】……きちんとすること

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

半
はん
座
ざ
位
い

45°起
お

こす 上
じょう

半
はん

身
しん

を45°起
お

こして
座
すわ

る姿
し

勢
せい

安
あん

静
せい

が必
ひつ

要
よう

なとき
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食
しょく

事
じ

の介
かい

護
ご

【保
たも

つ】……同
おな

じ状
じょう

態
たい

にしておくこと

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

Chapter

2

気
き

管
かん

舌
した

口
こう

腔
くう

歯
は

喉
のど

食
しょく

道
どう

1  食
しょく

事
じ

の介
かい

護
ご

で必
ひつ

要
よう

な知
ち

識
しき

　食
しょく

事
じ

は栄
えい

養
よう

のあるものを食
た

べて、

健
けん

康
こう

を保
たも

つことが目
もく

的
てき

です。

　食
しょく

事
じ

を「楽
たの

しむ」ことで、生
せい

活
かつ

も

楽
たの

しくなります。食
しょく

事
じ

は他
ほか

の人
ひと

と

いっしょに「楽
たの

しむ」ことができて、

大
たい

切
せつ

なコミュニケーションの場
ば

所
しょ

に

もなります。

　決
き

まった時
じ

間
かん

に食
しょく

事
じ

をすることで、

一
いち

日
にち

の生
せい

活
かつ

時
じ

間
かん

を整
ととの

えることもでき

ます。

食
しょく

事
じ

に関
かん

係
けい

する体
からだ

食
しょく

事
じ

の意
い

義
ぎ



35Chapter 2　食
しょく

事
じ

の介
かい

護
ご

食
しょく

事
じ

の種
しゅ

類
るい

ご飯
はん
が中

ちゅう
心
しん
の食

しょく
事
じ

パンが中
ちゅう
心
しん
の食

しょく
事
じ

麺
めん
が中

ちゅう
心
しん
の食

しょく
事
じ

ソフト食
しょく

とろみ食
しょく

刻
きざ
み食

しょく
ミキサー食

しょく

大
おお
きい食

た
べ物

もの
を

小
ちい
さく刻

きざ
む。

食
た
べ物

もの
にとろみ

をつける。

食
た
べ物

もの
をミキ

サーでやわら
かくする。

やわらかく、
色
いろ
や形

かたち
のある

食
た
べ物

もの
。
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食
しょく

事
じ

で使
つか

う道
どう

具
ぐ

バネ

にぎりやすくした
スプーン・フォーク

にぎりやすい食
しょっ

器
き

バネ付
つ

き固
こ

定
てい

箸
ばし

曲
ま

がりスプーン・フォーク

すべり止
ど

めマット

カフベルト付
つ

き
スプーンホルダー

角
かく

度
ど

をつけて食
た

べやすくしたお皿
さら

ホルダー付
つ

きコップ

カフベルト

角
かく

度
ど

ホルダー



37Chapter 2　食
しょく

事
じ

の介
かい

護
ご

食
しょく

事
じ

の準
じゅん

備
び

から利
り

用
よう

者
しゃ

が食
た

べ終
お

わるまで

誤
ご
嚥
えん
しないように、食

た
べ

やすい食
しょく

事
じ
をつくりま

す。

食
しょく
事
じ
の前

まえ
に、トイレに

行
い
って、手

て
洗
あら
いを済

す
ま

せます。

いすに深
ふか
く座

すわ
り、足

あし
の

裏
うら
が床

ゆか
につくようにし

ます。

利
り
用
よう
者
しゃ
が嫌

きら
いなもの、

食
た
べてはいけないもの

がないかを確
かく

認
にん

しま
す。

食
しょく
事
じ
を準

じゅん
備
び
する

いすに座
すわ
った姿

し
勢
せい
を確
かく
認
にん
する

足
あし

の裏
うら

深
ふか

く座
すわ

っている

前
まえ

かがみ

あごを引
ひ

いている

2  食
しょく

事
じ

の介
かい

護
ご

の流
なが

れ

【誤
ご

嚥
えん

】……飲
の

み込
こ

むとき、食
た

べ物
もの

や飲
の

み物
もの

が気
き

管
かん

に入
はい

ること。このとき、むせが起
お

きる。

【むせ】……気
き

管
かん

に食
た

べ物
もの

などが入
はい

って苦
くる

しむこと

【済
す

む】……し終
お

わること

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み
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利
り
用
よう
者
しゃ
が食

た
べたい順

じゅん
番
ばん
を確

かく

認
にん
します。

口
くち
の中

なか
に、食

た
べ残

のこ
しがない

かを確
かく
認
にん
します。

利
り
用
よう
者
しゃ
が食

た
べやすい姿

し
勢
せい
に

なっているかを確
かく

認
にん

しま
す。

利
り
用
よう
者
しゃ
がおいしく食

た
べられ

るように声
こえ
をかけます。

誤
ご
嚥
えん
しないように、飲

の
みこ

んだことを確
かく
認
にん
します。

口
くち
の中

なか
に食

た
べ物

もの
があるとき

に、声
こえ
をかけないようにし

ます。

食
しょく
事
じ
の介
かい
護
ご
を始
はじ
める

食
しょく
事
じ
の介
かい
護
ご
を終

お
える



39Chapter 2　食
しょく

事
じ

の介
かい

護
ご

食
しょく
事
じ
をした後

あと
に、口

くち
の中

なか
を

清
せい
潔
けつ
にする介

かい
護
ご
をします。

歯
は
と歯

は
の間

あいだ
は汚

よご
れやすいの

で注
ちゅう
意
い
します。

【容
よう

器
き

】……入
い

れ物
もの

【保
ほ

管
かん

】……しまっておくこと

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

食
しょく
事
じ
をした後

あと
に、

入
い
れ歯

ば
を洗

あら
い、容

よう

器
き
に保

ほ
管
かん
します。

口
こう

腔
くう

ケア

歯
は
磨
みが
き

入
い
れ歯

ば
（義

ぎ
歯
し
）の手

て
入
い
れ

総
そう

入
い

れ歯
ば

部
ぶ

分
ぶん

入
い

れ歯
ば
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排
はい

泄
せつ

の介
かい

護
ごChapter

3

【不
ふ

要
よう

】……必
ひつ

要
よう

ではないこと

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

　排
はい

泄
せつ

は、生
い

きるために必
ひつ

要
よう

な水
みず

や食
た

べ物
もの

を体
からだ

の中
なか

に入
い

れたあと、不
ふ

要
よう

なもの

を体
からだ

の外
そと

に出
だ

すことです。排
はい

泄
せつ

物
ぶつ

には、便
べん

、尿
にょう

、汗
あせ

などがあります。

　排
はい

泄
せつ

がうまくできないと、生
い

きることが難
むずか

しくなります。失
しっ

禁
きん

など排
はい

泄
せつ

が自
じ

立
りつ

できなくなると、自
じ

信
しん

を失
な

くしてしまいます。うまく排
はい

泄
せつ

ができるためには、

生
せい

活
かつ

のリズム、習
しゅう

慣
かん

に合
あ

った排
はい

泄
せつ

のやり方
かた

が必
ひつ

要
よう

です。

排
はい

泄
せつ

の意
い

義
ぎ



41Chapter 3　排
はい

泄
せつ

の介
かい

護
ご

1  排
はい

泄
せつ

の介
かい

護
ご

で必
ひつ

要
よう

な知
ち

識
しき

トイレ
手
て

すり

便
べん

座
ざ

すべり止
ど

めマット

ポータブルトイレ

段
だん

差
さ

緊
きん

急
きゅう

呼
よ

び出
だ

し
ボタン

トイレット
ペーパー

排
はい

泄
せつ

をする環
かん

境
きょう

ポータブルトイレ
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排
はい

泄
せつ

で使
つか

う道
どう

具
ぐ

ポータブルトイレ

おむつ

便
べん

座
ざ

に座
すわ

ることができる人
ひと

が使
つか

います。

座
ざ

位
い

が安
あん

定
てい

しない人
ひと

がベッドの上
うえ

で使
つか

います。

木
もく

製
せい

のいす型
がた プラスチック製

せい

尿
にょう
器
き
・便
べん
器
き

男
だん

性
せい

用
よう

尿
にょう

器
き

女
じょ

性
せい

用
よう

尿
にょう

器
き

差
さ

し込
こ

み便
べん

器
き

紙
かみ

おむつ テープ型
がた

おむつ 男
だん

性
せい

用
よう

パッド

女
じょ

性
せい

用
よう

パッド

【安
あん

定
てい

】……変
へん

化
か

がなくて安
あん

心
しん

できること

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

自
じ

分
ぶん

で排
はい

泄
せつ

の調
ちょう

節
せつ

ができない人
ひと

が使
つか

います。



43Chapter 3　排
はい

泄
せつ

の介
かい

護
ご

2  排
はい

泄
せつ

の介
かい

護
ご

の流
なが

れ

介
かい
護
ご
の準

じゅん
備
び
をする

ポータブルトイレを使
つか

った排
はい

泄
せつ

の介
かい

護
ご

使
つか
い捨

す
てエプロンを

つけます。

ポータブルトイレを
健
けん
側
そく
の足

あし
元
もと
に置

お
きま

す。

換
かん
気
き
をして、におい

がないようにしま
す。

【使
つか

い捨
す

て】……一
いっ

回
かい

使
つか

ったら捨
す

てること

【換
かん

気
き

】……空
くう

気
き

を入
い

れかえること

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

ズボンと下
した
着
ぎ
を下

さ
げる

利
り
用
よう
者
しゃ
が転

てん
倒
とう
しない

ように注
ちゅう
意
い
して、立

た

ち上
あ
がりの介

かい
護
ご
をし

ます。
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陰
いん
部
ぶ
をふく

力
ちから
が入

はい
りやすいよう

に、前
まえ
かがみになっ

てもらいます。

バスタオルで肌
はだ
が見

み
え

ないようにします。

きちんと排
はい
泄
せつ
できたかを

確
かく
認
にん
します。

陰
いん

部
ぶ
をふいてもらいま

す。手
て
袋
ぶくろ
をつけて、利

り
用
よう

者
しゃ
ができない部

ぶ
分
ぶん
を介

かい
護
ご

します。

排
はい
泄
せつ
中
ちゅう
はトイレから

離
はな
れます。排

はい
泄
せつ
が終

お

わったら、利
り
用
よう
者
しゃ
に

声
こえ
をかけてもらいま

す。

ポータブルトイレの位
い

置
ち
を確

かく
認
にん
し、トイレに

座
すわ
る介

かい
護
ご
をします。

ズボンと下
した
着
ぎ
を上

あ
げる

下
した

着
ぎ
や服

ふく
の、

しわ、たるみ
を整

ととの
えます。

ポータブルトイレに移
い
乗
じょう
する

排
はい
泄
せつ
してもらう

たるみ

しわ



45Chapter 3　排
はい

泄
せつ

の介
かい

護
ご

手
て
をふいてもらう

おしぼりなどで手
て
を清

せい

潔
けつ
にしてもらいます。

利
り
用
よう
者
しゃ
の体

たい
調
ちょう
を確

かく
認
にん
し

ます。

排
はい
泄
せつ
物
ぶつ
の色

いろ
、形

かたち
、量

りょう
など

を確
かく
認
にん
します。

排
はい
泄
せつ
物
ぶつ
を観
かん
察
さつ
する

排
はい
泄
せつ
物
ぶつ
を捨

す
てる

尿
にょう
器
き
を使
つか
って排

はい
泄
せつ
する

差
さ
し込

こ
み便
べん
器
き
を使
つか
って排

はい
泄
せつ
する おむつを使

つか
って排

はい
泄
せつ
する

女
じょ

性
せい

の場
ば あ い

合 男
だん

性
せい

の場
ば あ い

合

ベッドで行
おこな

う排
はい

泄
せつ

の介
かい

護
ご
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Chapter

4

　朝
あさ

起
お

きて顔
かお

を洗
あら

い、歯
は

を磨
みが

き、女
じょ

性
せい

ならお化
け

粧
しょう

をし、男
だん

性
せい

ならひげをそり、

目
もく

的
てき

に合
あ

わせて服
ふく

を着
き

替
が

えます。身
み

じたくは、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

や社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

のいろいろ

な活
かつ

動
どう

をするための準
じゅん

備
び

と考
かんが

えてもよいでしょう。

　汚
よご

れた髪
かみ

や服
ふく

は他
ほか

の人
ひと

を嫌
いや

な気
き

持
も

ちにします。きちんと身
み

じたくすることで、

自
じ

信
しん

をもって、社
しゃ

会
かい

に参
さん

加
か

することができるようになります。

身
み

じたくの意
い

義
ぎ

衣
い

服
ふく

の着
ちゃく

脱
だつ

（身
み

じたく）の介
かい

護
ご



47Chapter 4　衣
い

服
ふく

の着
ちゃく

脱
だつ

（身
み

じたく）の介
かい

護
ご

1  身
み

じたくの介
かい

護
ご

で必
ひつ

要
よう

な知
ち

識
しき

朝
あさ
起
お
きたときや夜

よる
寝
ね
るときに、

衣
い
服
ふく
を選

えら
ぶ、着

き
る、脱

ぬ
ぐ介

かい
護
ご
を

します。

衣
い
服
ふく
の着

ちゃく
脱
だつ

整
せい
容
よう

洗
せん
面
めん

朝
あさ
起
お
きたときに顔

かお
を

洗
あら
う介

かい
護
ご
をします。

整
せい
髪
はつ

朝
あさ
起
お
きたときや入

にゅう
浴
よく
した後

あと
に、

髪
かみ
の毛

け
を整

ととの
える介

かい
護
ご
をします。

顔
かお
の清

せい
拭
しき

顔
かお
をホットタオルで

ふく介
かい
護
ご
をします。

身
み

じたくの介
かい

護
ご

の種
しゅ

類
るい
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爪
つめ
切
き
り

手
て
の指

ゆび
と足

あし
の指

ゆび
の爪

つめ
が伸

の
び

たときは、爪
つめ
切
き
りをします。

男
だん
性
せい
には、朝

あさ
起
お
きたときに

ひげの手
て
入
い
れをします。

化
け
粧
しょう
をする習

しゅう
慣
かん
のある女

じょ
性
せい

には、できるだけ化
け
粧
しょう
をし

てもらいます。

ひげの手
て
入
い
れ

化
け
粧
しょう

シェーバー



49Chapter 4　衣
い

服
ふく

の着
ちゃく

脱
だつ

（身
み

じたく）の介
かい

護
ご

【乾
かん

燥
そう

】……水
すい

分
ぶん

がなくて、乾
かわ

いている状
じょう

態
たい

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

衣
い

服
ふく

の着
ちゃく

脱
だつ

日
に
本
ほん
の季

き
節
せつ
に合

あ
わせた衣

い
服
ふく

春
はる

夏
なつ

秋
あき

冬
ふゆ

夏
なつ
は暑

あつ
く、汗

あせ
をかき

やすい季
き
節
せつ
です。

冬
ふゆ
は寒

さむ
く、乾

かん
燥
そう
する

季
き
節
せつ
です。

上
うわ
着
ぎ
を着

き
替
が
え、靴

くつ
を

はきます。
パジャマや下

した
着
ぎ
を着

き

替
が
えます。

シャツ、ズボンなど
を着

き
替
が
え、くつ下

した
を

はきます。

着
き
替
が
えのタイミング

朝
あさ

起
お

きるとき
外
そと

へ出
で

かけ
るとき

夜
よる

寝
ね

るとき
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他
ほか
の人

ひと
からできるだけ肌

はだ
が

見
み
えないようにします。

2  衣
い

服
ふく

の着
ちゃく

脱
だつ

の流
なが

れ

衣
い
服
ふく
を選
えら
ぶ

上
うわ
着
ぎ
の着

ちゃく
脱
だつ
の介
かい
護
ご

患
かん

側
そく

から着
き

る 健
けん

側
そく

（麻
ま

痺
ひ

や痛
いた

みが
ない方

ほう

）から脱
ぬ

ぐ

利
り
用
よう
者
しゃ
の好

この
みに合

あ
わせて、

衣
い
服
ふく
を選

えら
んでもらいます。

足
あし
の裏

うら
が床

ゆか
についているか

確
かく
認
にん
します。

転
てん
倒
とう
しないように、いすや

ベッドに深
ふか
く座

すわ
ってもらい

ます。

衣
い
服
ふく
は患

かん
側
そく
から着

き
て、健

けん
側
そく

から脱
ぬ
いでもらいます。で

きるところは見
み
守
まも
り、でき

ないところは介
かい
護
ご
します。

利
り
用
よう
者
しゃ
が衣

い
服
ふく
を選

えら
べないと

きは、季
き
節
せつ
や部

へ
屋
や
の温

おん
度
ど
に

合
あ
わせましょう。

シャツに
しようかな

今
きょ
日
う
はどの服

ふく
に

しますか？

いすに座
すわ
る

深
ふか

く座
すわ

る

右
みぎ

片
かた

麻
ま

痺
ひ

のある利
り

用
よう

者
しゃ

の介
かい

護
ご

患
かん

側
そく

（麻
ま

痺
ひ

や痛
いた

みがあ
る方

ほう

）



51Chapter 4　衣
い

服
ふく

の着
ちゃく

脱
だつ

（身
み

じたく）の介
かい

護
ご

ズボンの着
ちゃく
脱
だつ
の介
かい
護
ご

利
り

用
よう

者
しゃ

が立
た

ち上
あ

がったり、座
すわ

ったりできないとき

衣
い
服
ふく
は患

かん
側
そく
から着

き
て、健

けん
側
そく

から脱
ぬ
いでもらいます。で

きるところは見
み
守
まも
り、でき

ないところは介
かい
護
ご
します。

最
さい
後
ご
に、衣

い
服
ふく
のしわを整

ととの
え

ます。

患
かん

側
そく

からはく 健
けん

側
そく

から脱
ぬ

ぐ

ベッド上
じょう
での着

ちゃく
脱
だつ

健
けん
側
そく
を下

した
にして横

よこ
になって

もらいます。

他
ほか
の人

ひと
からできるだけ肌

はだ
が

見
み
えないようにします。

他
ほか
の人

ひと
からできるだけ肌

はだ
が

見
み
えないようにします。

横
よこ

になる
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Chapter

5

【整
ととの

っている】……きちんとしている様
よう

子
す

【予
よ

防
ぼう

】……ならないようにすること
【血

けっ

行
こう

】……血
けつ

液
えき

の流
なが

れ

【安
あん

眠
みん

】……よく眠
ねむ

ること

【効
こう

果
か

がある】……やくに立
た

つ

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

　入
にゅう

浴
よく

や清
せい

拭
しき

は、体
からだ

を清
せい

潔
けつ

な状
じょう

態
たい

にします。

　体
からだ

が清
せい

潔
けつ

だと気
き

分
ぶん

もよくなります。体
からだ

が清
せい

潔
けつ

で身
み

だしなみが整
ととの

っていると、

安
あん

心
しん

して他
ほか

の人
ひと

といっしょに活
かつ

動
どう

することができます。また、感
かん

染
せん

症
しょう

の予
よ

防
ぼう

、

血
けっ

行
こう

をよくする、安
あん

眠
みん

などにも効
こう

果
か

があります。

入
にゅう

浴
よく

の意
い

義
ぎ

入
にゅう

浴
よく

・身
しん

体
たい

の清
せい

潔
けつ

の
介
かい

護
ご



53Chapter 5　入
にゅう

浴
よく

・身
しん

体
たい

の清
せい

潔
けつ

の介
かい

護
ご

1  入
にゅう

浴
よく

の介
かい

護
ご

で知
し

っておく知
ち

識
しき

深
ふか

さ

段
だん

差
さ

手
て

すり

浴
よく

そう

緊
きん

急
きゅう

呼
よ

び出
だ

しボタン
床
ゆか

浴
よく

室
しつ 脱

だつ

衣
い

室
しつ

入
にゅう

浴
よく

の環
かん

境
きょう

入
にゅう

浴
よく

後
ご

は、浴
よく

室
しつ

と脱
だつ

衣
い

室
しつ

を換
かん

気
き

します。

浴
よく

室
しつ

と脱
だつ

衣
い

室
しつ

の温
おん

度
ど

を同
おな

じにします。

浴
よく

室
しつ

と脱
だつ

衣
い

室
しつ

の段
だん

差
さ

で転
てん

倒
とう

しないように
注
ちゅう

意
い

します。

床
ゆか

がぬれているの
で、転

てん

倒
とう

しないよう
に注

ちゅう

意
い

します。

浴
よく

そうの湯
ゆ

の温
おん

度
ど

が高
たか

いと（42℃以
い

上
じょう

）危
き

険
けん

です。

バスボード

浴
よく

そう内
ない

いす

シャワーチェア

浴
よく

そう用
よう

手
て

すり

浴
よく

そうに入
はい

る
ときに使

つか

う

浴
よく

そうの中
なか

で
座
すわ

る

体
からだ

を洗
あら

うとき
に座

すわ

る

浴
よく

そうに入
はい

ると
きに、手

て

でつか
む

入
にゅう

浴
よく

の介
かい

護
ご

で使
つか

う道
どう

具
ぐ
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汚
よご
れやすい体

からだ
の部

ぶ
分
ぶん

頭
あたま

（髪
かみ

の毛
け

、頭
とう

皮
ひ

）

乳
ち

房
ぶさ

の下
した

※女
じょ

性
せい

の場
ば

合
あい

お尻
しり

（臀
でん

部
ぶ

）

足
あし

の裏
うら

かかと

耳
みみ

の裏
うら

首
くび

の周
しゅう

囲
い

わきの下
した

手
て

のひら

膝
ひざ

の裏
うら

手
て

の指
ゆび

と
指
ゆび

の間
あいだ

肘
ひじ

陰
いん

部
ぶ

手
て

の先
さき

足
あし

のつけね

足
あし

の指
ゆび

と指
ゆび

の間
あいだ

入
にゅう

浴
よく

に関
かん

係
けい

する体
からだ

足
あし

の先
さき



55Chapter 5　入
にゅう

浴
よく

・身
しん

体
たい

の清
せい

潔
けつ

の介
かい

護
ご

2  入
にゅう

浴
よく

の介
かい

護
ご

の流
なが

れ

【露
ろ

出
しゅつ

】……隠
かく

れないで、はっきり見
み

えること

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

脱
だつ

衣
い

室
しつ

で行
おこな

う介
かい

護
ご

浴
よく

室
しつ

で行
おこな

う介
かい

護
ご

はじめに、介
かい
護
ご
職
しょく
が湯

ゆ
の温

おん

度
ど
を確

かく
認
にん
します。

自
じ
分
ぶん
で洗

あら
えないところは、

介
かい
護
ご
職
しょく
が洗

あら
います。

汚
よご
れやすい部

ぶ
分
ぶん
は残

のこ
さず洗

あら

います。

利
り
用
よう
者
しゃ
の手

て
の先

さき
で、湯

ゆ
の温

おん

度
ど
を確

かく
認
にん
し、足

あし
の先

さき
から湯

ゆ

をかけます。

体
からだ
を洗
あら
う

体
からだ
にシャワーをかける

衣
い
服
ふく
の着

ちゃく
脱
だつ
（入

にゅう
浴
よく
前
まえ
・入

にゅう
浴
よく
後
ご
）

衣
い
服
ふく
は、健

けん
側
そく
（麻

ま
痺
ひ
や痛

いた
みがない方

ほう
）から脱

ぬ
いでもらいます。

衣
い
服
ふく
は、患

かん
側
そく
（麻

ま
痺
ひ
や痛

いた
みがある方

ほう
）から着

き
てもらいます。

肌
はだ
の露

ろ
出
しゅつ
に注

ちゅう
意
い
して、プライバシーを守

まも
ります。
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浴
よく

そうで行
おこな

う介
かい

護
ご

入
にゅう

浴
よく

した後
あと

に行
おこな

う介
かい

護
ご

健
けん
側
そく
の足

あし
から浴

よく
そうに入

はい
っ

てもらいます。

患
かん
側
そく
の足

あし
から浴

よく
そうを出

で
て

もらいます。

ドライヤーの風
かぜ
が熱

あつ
くない

かを確
かく
認
にん
します。

水
みず
やお茶

ちゃ
などを飲

の
んでもら

い、脱
だっ
水
すい
を予

よ
防
ぼう
します。

指
ゆび
の腹

はら
で洗

あら
います。

浴
よく
そうに入

はい
る、浴

よく
そうから出

で
る

ドライヤーで髪
かみ
の毛

け
を乾
かわ
かす

水
みず
などを飲

の
んでもらう

頭
とう
皮
ひ
（髪
かみ
の毛

け
）を洗

あら
う



57Chapter 5　入
にゅう

浴
よく

・身
しん

体
たい

の清
せい

潔
けつ

の介
かい

護
ご

リフトを使
つか
って入

にゅう
浴
よく
する 寝

ね
た姿

し
勢
せい
で入

にゅう
浴
よく
する

座
すわ
った姿

し
勢
せい
で入

にゅう
浴
よく
する

浴
よく

そうに入
はい

ることができない利
り

用
よう

者
しゃ

の介
かい

護
ご
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手
しゅ
浴
よく

清
せい
拭
しき

足
そく
浴
よく

●

病
びょう

気
き

やけがなどで、入
にゅう

浴
よく

ができないとき、入
にゅう

浴
よく

以
い

外
がい

の方
ほう

法
ほう

で利
り

用
よう

者
しゃ

の体
からだ

をきれい

にし、気
き

持
も

ちがよくなるようにします。

3  入
にゅう

浴
よく

以
い

外
がい

の体
からだ

を清
せい

潔
けつ

にする方
ほう

法
ほう

ドライシャンプー

湯
ゆ

で手
て

を洗
あら

います。 湯
ゆ

で足
あし

を洗
あら

います。

タオルで体
からだ

をふきます。 湯
ゆ

を使
つか

わないで汚
よご

れをとります。

【以
い

外
がい

】……他
ほか

言
こと

葉
ば

の意
い

味
み



59Chapter 5　入
にゅう

浴
よく

・身
しん

体
たい

の清
せい

潔
けつ

の介
かい

護
ご

力
ちから

がかかりやすい場
ば

所
しょ

＝

褥
じょく

瘡
そう

ができやすい場
ば

所
しょ

4  褥
じょく

瘡
そう

の予
よ

防
ぼう

褥
じょく
瘡
そう
をつくらないために
●

褥
じょく

瘡
そう

は、寝
ね

たきりなどで、体
からだ

に力
ちから

がかかり、血
けつ

液
えき

の流
なが

れが悪
わる

くなることで皮
ひ

膚
ふ

が

赤
あか

くなったり、傷
きず

ができることです。

●

褥
じょく

瘡
そう

は、「床
とこ

ずれ」とも言
い

います。

●

褥
じょく

瘡
そう

は、できると治
なお

りにくいので、つくらないようにします。

長
なが
い時

じ
間
かん
、外

そと
から体

からだ
に力

ちから
がか

かり、血
けつ
液
えき
の流

なが
れが悪

わる
くなる

と、褥
じょく
瘡
そう
ができます。

いろいろな栄
えい
養
よう
がとれる

食
しょく
事
じ
をして、体

からだ
の調

ちょう
子
し
を

よくします。

入
にゅう
浴
よく
や清

せい
拭
しき
をして、皮

ひ
膚
ふ

をきれいにします。

体
からだ
の同

おな
じ場

ば
所
しょ
に、長

なが
い時

じ

間
かん
、力

ちから
がかからないよう

に、体
たい
位
い
を変

か
える介

かい
護
ご
を

します。

病
びょう
気
き
や障

しょう
害
がい
などで、自

じ
分
ぶん
で体

たい

位
い
が変

か
えられないと、同

おな
じと

ころに力
ちから
がかかります。
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